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使⽤デバイス
Pupil Core 視線センサーは３つのカメラがある.

a)eye０（右⽬の瞳の動きを録画）
b)eye１（左⽬の瞳の動きを録画）
c)World Camera（⽬の前の視界を録画）

Pupil Coreは，メガネのように装着し，パソコンとUSB接続する
ことで，データ計測を⾏う．パソコン上で専⽤の Pupil Capture
アプリを起動することで，この３つのカメラが動き，データ収集
を実⾏することが可能である．



センサ起動中の画像



被験者情報とコース

• Pupil coreを使って実際の運転データを収集した.
• 初⼼者として平⽯研の学⽣,ボブさん(運転経験0年)の運転デー

タを収集した.
• 熟練者として担当の平⽯先⽣(運転経験30年)の運転データを収

集した.
• 運転コースは⾜利⼤学から⼀番近くにある太⽥市のファミリー

マートから50号道までの往復コースである.



⾛⾏コース



運転動画



キャリブレーションの範囲



視線位置の標準偏差の⽐較



考察
• Confidence0.85以上のGaze データのx, y, z 座標のベクトルをと

り標準偏差を計算すると初⼼者は2,384であり,熟練者は4,740で
あった.
• この結果から初⼼者の⽬の動きは熟練者の半分である.
• 標準偏差はデータが平均値の周辺でどれくらいばらついている

かを表す.
• 初⼼者は視線のばらつきが少なく,周囲の確認が熟練者ほどでき

ていないことが確認できる.



まとめ
本研究では，運転時の視線に着⽬して，初⼼者と熟練者の視線
の違いについて分析を⾏なった．その結果，初⼼者に⽐べて，
熟練者は，しっかり顔を向けて，周囲しており，視線の移動も
⼤きく，熟練者はしっかりと周囲を確認していることがわかっ
た．
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ご清聴ありがとうございました
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